
広報 川 越
№1223　　平成22年5月25日

わたしたちのまち　平成22年5月１日現在
人口 341,074人　前月比 ＋545人

■男 171,425人　■女 169,649人

世帯数 140,283世帯　前月比 ＋462世帯 
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環境政策課L224－5866
　写真は、市民の森第1号。森の中には鎌倉街道が残っています。かつて
は鎌倉までつながり、人々が往来していたとか……。現在は、ボランティ
アの皆さんの協力もあり、歩きやすいように整備されています。
　クヌギ・コナラ・アカマツなどが四季折々の表情を見せる雑木林。これ
らはかつて炭などの燃料や落ち葉をたい肥として利用するため、自然林を
雑木林に変化させ、人の手で維持管理してきたものです。「ヤマ」とも呼
ばれ、生活に密接にかかわっていました。農業の近代化に伴い、「ヤマ」
の価値は薄れましたが、近年ではレクリエーションや憩いの場として、そ
の価値が見直されつつあります。
　市民の森は、市内に点在する「ヤマ」を、ふるさとの雑木林として未来
に残していくために誕生しました。これは、市が借り受けた民有地を、市
民の皆さんが利用できるよう、整備・維持管理しているものです。新緑の
季節、「みどりのさんぽみち」に差し込むやわらかな日差しと、芽吹き始
めた草木。自然と季節の移ろいを感じることができるはずです。
　このほかの市民の森については、2・3ページで紹介しています。

みどりのさんぽみち


